
美里町農業委員会委員の推薦及び応募の状況（最終公表） 

 

令和５年１１月３０日時点 

１．推薦を受けた者の数（そのうちの認定農業者の数）      １６人（１１人） 

２．応募した者の数（そのうちの認定農業者の数）        １人（ － 人） 

３．推薦を受けた者及び応募した者に関する情報の詳細 

 

農業委員会委員の推薦及び応募に応じた者 

 

受付 

番号 

応募者（推薦を受けた者） 推薦者 
 

 

応募及び推薦の理由 

氏名 職業 年齢 性別 経歴 
農業経営の状況 

 

認定農業 

者の有無 

 

氏名（個人、法人・

団体の詳細） 職業 年齢 性別 

耕作面積 主な経営作目 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるうち せいき 

古内 世紀 

 

 

 

 

 

 

 

 

無職 

 

 

 

 

 

 

 

 

72 

 

 

 

 

 

 

 

 

男 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 52 年 3 月 北海道大学法

学部法学科卒業 

昭和 52 年 4 月～平成 24 年 3

月の定年退職まで宮城県立高

等学校教諭として社会科（主に

政治経済、従として地理・歴史）

を教えた 

平成 24 年 4 月～平成 26 年 4

月 加美町の義兄の水稲耕作

(主に苗床作り～田植え、稲刈

り)を手伝う 

平成 26 年 4 月～平成 28 年 3

月 峯山団地自治会役員（会

計） 

平成 30 年 4 月～現在 美里町

農業委員会委員 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

無 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿部 健三 

 

佐沢 克己 

 

 

 

 

 

 

行政区  

長  

自治会  

副会長  

 

 

 

 

 

78 

 

75 

 

 

 

 

 

 

男 

 

男 

 

 

 

○推薦の理由 

１９８０年、峯山団地造成時、造成不賛同だった

方の農地が残り、住宅地内の「未耕作地」で雑草が

生い茂り、近隣住民からも苦情が出て苦慮してい

た。古内氏は、農業委員としてその手腕を発揮され、

解決の糸口を見出し解決した。今後とも「有識者」

として活躍して頂きたく強く推薦いたします。 

 

長年、宮城県立高等学校の社会科教員として勤務

された。戦前・戦後の農地法にも高い知見を持って

おり、都市近郊の農地の宅地化における諸問題にも

詳しく勤勉な方で、農業委員として適任者ですので

推薦いたします。 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

今、わが国農業は経済のグローバル化、情報・通

信・科学技術の進展、ウクライナ戦争と円安による

物価の高騰など環境の激変の中にあって、一層のコ

スト削減と付加価値生産性の向上を図りつつ、より

美味で環境に優しい安全なで食糧（美里町の場合、

主力産物の米・野菜・花卉・果樹等）の生産が求め

られている。他方、急務の課題は担い手の高齢化と

後継者不足、遊休農地・耕作放棄地の増加への対応

である。 

こうした中で、農業委員会は本来『契約自由の原

則』に立つ私人間の法律関係を調整し、農地法、農

業経営基盤強化促進法、農地中間管理事業法等の各

種法令に基づき、農地に対する権利の移動・設定の

円滑化や、遊休農地の解消と農地利用の最適化及び

農地の集積・集約化を促進し、担い手の育成・発展

を支援するなどその役割は重要である。 



  

私も、この使命を自覚し、これまでの６年間の農

業委員の経験で得た知識・情報等を更に深め、中立

委員の立場で、法令の慎重かつ公正・公平な適用と、

地域農業の発展のために努めたい。そして、地域農

業者の声に耳を傾け、同僚や関係機関と連携し、農

地利用を将来につなげるべく、微力ながら尽くして

参りたいと思い応募しました。 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたなべ まさみつ 

渡邉 雅光 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

71 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 45 年 3 月 宮城県小牛田

農林高等学校農業科卒業 

小牛田町教育委員会委員 

宮城県農業共済組合総代、評価

会委員 

美里町国民健康保険運営審議

委員会委員 

平成 17 年～平成 30 年、令和 3

年～現在 美里町農業委員会

委員 

平成 24年～平成 30年 美里町

農業委員会会長 

 

 

 

 

田  13.5 ha 

畑  0.5 ha 

 

 

 

 

水稲、大豆 

 

 

 

 

有 

 

 

 

 

 

 

 

 

沼津 信二 

 

 

 

加藤 昌隆 

 

 

 

 

 

農業（下

小牛田

下実行

組合長） 

農業 

 

 

 

 

 

67 

 

 

 

69 

 

 

 

 

男 

 

 

 

男 

 

 

○推薦の理由 

これまでの農業委員としての経験と実績から適

任者として認められるため。 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

地域農業の発展と確立の為、農業委員としての責

務を果たしたい。 

私が在住する南小牛田地域は基盤整備事業に取

り組んでおり、各種の権利移動が予想されるため尽

力したい。 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ゆさ  きょういち 

遊佐 恭一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 63 年 3 月 宮城県実践大

学校卒業 

新みやぎ農業協同組合小牛田

地域園芸生産協議会会長 

美里町認定農業者連絡協議会

会長 

宮城県認定農業者組織連絡協

議会副会長 

平成 24 年 4 月～現在 美里町

農業委員会委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田  17.8 ha 

畑  0.8 ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水稲、大豆、馬鈴薯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中谷地中実行組

合 

組合長 遊佐 清 

事業の目的：農業経

営、地域組合員の相

互理解 

構成員の数：15 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○推薦の理由 

当実行組合としては、地域の農業担い手として、

各種行事、事業に積極的に参加し活動している。 

また、馬鈴薯栽培など先進的な発想で農業経営を

行い、地域の牽引役となっている。 

これまでの農業委員としての経験を最大限活か

し、活動して頂きたく、農業委員候補者として推薦

する。 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

地域農業の発展のため積極的に農業者として行

動し、あらゆる方策を見極め、すべての農業者の経

営改善の力となり、本町農業の模範となりたい。 

委員としては、これまでの農地委員長としての経

験、実践を生かし、遊休農地の解消と意欲ある農業

者への優良農地の斡旋を進め、町の基幹産業として

持続可能な食糧生産を推進したい。 

 

 



  

 

 

 

４ 

 

 

 

ごとう こうたろう 

後藤 幸太郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 49年 3月 宮城県小牛田

農林高等学校卒業 

平成 18年 4月～現在 美里町

農業委員会委員 

下平針実行組合副組合長 

下平針営農生産組合組合長 

江合川沿岸土地改良区総代 

中埣農地水広域協定副組合長 

ＪＡ新みやぎ総代 

小牛田地域集団転作推進協議

会会長 

みどりの地区青色申告協議会

副長 

 

 

 

 

 

田  3.6 ha 

畑 0.2 ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水稲、大豆、施設

野菜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下平針実行組合 

組合長 佐藤 主彦 

事業の目的：地域組

合員の相互扶助、農

業生産活動、その他

目的達成に必要な

事業 

構成員の数：24 人 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

○推薦の理由 

長年農業委員として活動し、また農業関係の役職

にも就き実行組合では副組合長として補佐し営農

生産組合長として地区農業の先頭に立ち営農活動

に尽力しており推薦します。 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

東日本大震災、コロナ禍とこの１０年余り社会情

勢が閉鎖し尚更少子高齢化社会と成る中で人・農地

プランそして今年より取組の地域計画の策定が実

行されています。 

美里町農業の基幹作物である水稲・大豆・麦類の

生産量の拡大と併せて生産費の改善を図りながら

１０年先を見据えた美里町農業の持続的発展のた

めに微力ながら取組みたいと思います。 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しぶや まさゆき 

澁谷 正行 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

 

 

 

 

74 

 

 

 

 

 

 

男 

 

 

 

 

 

 

昭和 43年 3月 宮城県小牛田

農林高等学校農業科卒業 

昭和 47年 7月 旧小牛田町役

場入職  

平成 22年 3月 美里町役場退

職 

平成 26 年 4 月～令和 2 年 3 月 

中組行政区長 2 期務める 

令和 3 年 4 月～現在 美里町

農業委員会委員 

 

 

 

 

 

 

畑 0.2ha 

 

 

 

 

 

 

 

露地野菜 

 

 

 

 

 

 

 

無 

 

 

 

 

 

 

佐々木 康 

田村 一司 

 

 

 

 

 

農業 

農業 

 

 

 

 

 

 

72 

73 

 

 

 

 

男 

男 

 

○推薦の理由 

澁谷候補者は、農業委員一期務めました。その間

地域に根ざした活動を行い農業者から厚い信頼を

得ています。持続可能な農業をまた、地域農業・集

落を担う人材の育成確保と経営継承を集落の農業

者と機会あるごとに話し合いを行っています。厳し

い農業環境の中でも農家を牽引できる農業委員と

して推薦を致します。 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

農業情勢は益々厳しさを増しており、更に担い手

不足や高齢化が進み多くの諸課題があります。 

美里町の農地をどのように有効活用して行くべ

きか農家の皆さんはもとより、関係機関と協力しな

がら話し合いを重ね一歩でも前に進めるよう努力

していきたいと考えております。 

 

 



 

 

 

 ６ 

 

 

ふくだ  なおこ 

福田 なほ子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 48 年 3 月 宮城県立涌谷

高等学校卒業 

平成 17 年 3 月 みどりの農業

協同組合退職 

平成 27 年 4 月～現在 美里町

農業委員会委員 

 

 

 

 

 

 

 

田  0.6 ha 

畑  0.4 ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梨、野菜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みやぎアグリレデ

ィス２１ 

会長 伊藤 惠子 

事業の目的：女性農

業委員及び農地利

用最適化推進委員

等が持つ共通の課

題を解決するとと

もに、会員相互の連

携のもとに、農業委

員会活動の強化、女

性農業者の地位の

向上と地域農業の

振興・発展に寄与す

ること。  

構成員の数：110 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

－ 

 

○推薦の理由 

美里町農業委員会委員として 3期 9年を務めてお

り、美里町の農業委員会活動を担ってきた。 

本会の研修会等の活動に積極的に参加し、農業経

営や農地に関する日常的な相談活動や農業者年金

の加入促進活動、女性農業者との懇談会を開催する

等、研修内容を着実に農業委員会活動に実践してき

た。それらの活動を通じて、地域農業者等の状況や

意向を把握して農業委員会事業に反映し、また、女

性や若い担い手農業者の育成に取り組むなど、地域

農業への貢献と信頼は大きい。適切な行動力と発言

力に優れ、持ち前の明るい性格から本会会員からの

信望も厚い。 

県内の女性農業者のリーダー的存在として、美里

町の農業施策に広い視野で携わる農業委員に適任

であるため推薦する。 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

 農業者の高齢化、後継者不足、耕作放棄地の増加

などが昨今の問題になっています。10 年後、20 年

後の農地を守るためにも地域の方々の声を聞きな

がら地域計画に取り組んでいきたいと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 ７ 

 

 

ひさみち ゆうえつ 

久道 雄悦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 54 年 3 月 宮城県小牛田

農林高等学校卒業 

木間塚実行組合連絡協議会会

長 

木間塚営農組合副組会長 

平成 21 年 4 月～現在 美里町

農業委員会委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田  9.0 ha 

畑  0.04 ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水稲、麦、大豆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤 強 

武者 美太郎 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

農業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72 

72 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男 

男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○推薦の理由 

 これまでも農業委員として地域農業の振興に取

り組まれてきており適任者である。 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

農業委員が担っている職務と責任を自覚し農業

者や地域の方々の声を大切にし、よりよい農業農村

になるよう努力していきたいと考えております。 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ささき こういちろう 

佐々木 幸一郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

 

 

 

 

 

 

72 

 

 

 

 

 

 

 

 

男 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 47 年 3 月 宮城県農業短

期大学卒業 

平成 30 年 4 月～現在 美里町

農業委員会委員 

 

 

 

田  5.1ha 

畑  0.7ha 

 

 

 

 

 

 

 

水稲、（ハウス）花、

春菊 

 

 

 

 

 

 

有 

 

 

 

 

 

 

 

小沼実行組合 

組合長 佐々木 仁 

事業の目的：共同草

刈り、水路払い 

構成員の数：17 人 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

○推薦の理由 

美里町農業委員会委員の候補として最善と考え、

当小沼実行組合として推薦致します。 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

 年々気候変動により稲作はもちろんのこと農作

物全体に大きな影響が生じ、そして資材などの高騰

により農家にとって最大の危機的状態となってお

り、今後の農業情勢が大変心配されます。このよう

な中私も同様ですが、地域の農業者の皆さんの相

談、そして情報をいくらかでも提供したい。 

 

 



 

 

 

 

 ９ 

 

 

おがた つかさ 

尾形 司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 13年 3月 東京経済大学

経済学部卒業 

平成 30年 4月～現在 美里町

農業委員会委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田  6.8 ha 

畑  0.2 ha 

 

 

 

 

 

 

水稲、大豆、麦、 

施設園芸（水菜、

小松菜） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農事組合法人荻埣

ノースファーム 

代表理事 佐野 善

弘 

事業の目的：農業経

営、農作業の共同化 

構成員の数：6 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

○推薦の理由 

美里町農業委員として、地域の農地に関する調

査、指導を的確に行っている。また、農事組合法人

荻埣ノースファームの理事として会計の職務を担

い、法人の健全経営に努め、法人の共同作業を率先

して行っている。 

美里町認定農業者として地域の中心的リーダー

として活動していますので農業委員に推薦します。 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

・抱負  

地元の農家さんとの対話を重視して、情報交換を

積極的に行っていくことで、美里町農業の健全な発

展に貢献できるように日々活動をしていきたいと

思います。  

・展望等  

昨今、米の消費量が減ってきていることから、稲

作中心の農業から脱却するためにはどうしたらい

いのか、考えていくことが大事だと思います。また、

担い手不足が深刻化していますが無人農業用機械

などの「スマート農業」を取り入れて行くことが大

事だと思います。  

 

 

 

 

１０ 

 

 

 ちば  ひらく 

千葉 啓 

 

 

 

 

 

 

不 動 産 会

社役員 

 

 

 

 

 

 

68 

 

 

 

 

 

 

男 

 

 

 

 

 

 

昭和 52年 3月 愛知工業大学

卒業 

平成 28 年～30 年 美里町行

政改革推進委員会会長 

 

 

 

 

 

 

 

田 0.2ha 

 

 

 

 

 

 

 

水稲 

 

 

 

 

 

 

 

無 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

前回、「経済環境だけでなく旧法と新法が入り混

じり扱いが今後は困難な時代に入る。時代の変化に

沿った法律の扱いが出来る術が必要となる。」との

憂いを上記の根拠とした。そして、コロナが静まっ

た現在、農地を取り巻く環境は 3 年前と比べると

「農地法、第 3 条加減面積撤廃と減反補助金廃止」

によって、客観的に誰がみても農地所有者、農地利

使用者の方々には非常に厳しい環境になりました。

一方、裕福な外人や多国籍法人等がいとも容易に農

地購入が可能になった事で農地売買が盛んになり、

農地の換金が容易となり小規模農家の方々に於い

ては歓迎されることかもしれない。他方、農地と空

き家が同じ敷地内に在ることから空き家農地の足

枷になっている現実があります。これまでの『知識、

情報、体制』だけでは複雑、且つ、速さを求められ

る事態への対応は到底、新たな困難を迎える心配が

あります。上記述の事から、小生は次世代を担う若

者の為、地域で頑張っている人の為にも貢献したい

と考えて応募しました。 

 



 

 

 

 

１１  

 

 

 

 

 

 

 

へんみ かつとし 

邉見 勝寿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

59 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 57年 3月 宮城県小牛田

農林高等学校卒業 

二又集落営農組合組合長 

北浦中広域協定運営委員会会

長 

平成 18年 4月～現在 美里町

農業委員会委員 

平成 30年 4月～現在 美里町

農業委員会会長職務代理者 

 

 

 

 

 

 

田   8.6 ha 

畑  1.9 ha 

 

 

 

 

水稲、大豆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二又興農実行組合 

組合長 横山 和雄 

事業の目的：農業者

の相互理解 

構成員の数：42 人 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

○推薦の理由 

これまで１８年間農業委員としての実績があり、

また二又集落営農組合の組合長として１７年実績

があり我々組合と連絡を取りながら農地の利用活

用ができるよう働きかけて頂いたり、北浦中広域協

定運営委員会会長として北浦地域の農用地保全活

動においてもリーダーシップをとっており広く地

域に貢献できる最適任者である為推薦します。 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

今日まで１８年間の委員としての活動経験を活

かしこれからも地区の農業者として地域との関わ

りを持ち、今後の美里町の農業が若い担い手からも

魅力のある産業として発展できる様考えながら活

動して行きたい。 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 おの  やすひろ 

小野 保裕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

 

 

 

 

 

 

61 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 60年 3月 岩手大学農学

部農学科卒業 

昭和 59 年度 農業改良普及

員資格取得 

平成 28 年～令和元年 美里

町認定農業者連絡協議会会長 

平成 27年 4月～現在 美里町

農業委員会委員 

令和 2 年～現在 ＪＡ新みや

ぎみどりの農業所得者青色申

告協議会会長 

 

 

 

田  13.8 ha 

畑  0.2 ha 

 

 

 

 

 

 

水稲、小麦、大豆 

 

 

 

 

 

 

有 

 

 

 

 

 

 

小島実行組合 

副組合長 須田慶徳 

事業の目的：組合員

が協同して農業生

産をあげ経営改善

を図ることを目的

とする 

構成員の数：26 人 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

○推薦の理由 

小野保裕氏は、当組合の組合長として組合運営や

農用地利用調整に尽力している。また、農業委員や

青色申告会会長などを務め、地域農業のリーダーと

して活躍しており、今後も農業委員として美里町農

業の発展に寄与してもらいたい。 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

現在、美里町においては、圃場整備事業の進展や

地域の話し合いによる集団転作の実施によって、他

の市町村より遊休農地も少なく、農地集積も進んで

いるように思います。また、集落営農組合の法人化

も一部地区で進んできています。しかしながら、担

い手の高齢化、後継者不足の問題は顕著でありこれ

まで以上の法人化の推進や、地域の担い手への農地

集積が必要と思います。こういった地域の実情をふ

まえて 

〇遊休農地の発生防止解消対策 

〇農用地利用集積の改善 

〇担い手経営対策の推進 

などの課題にこれまでの経験を活かして農業委

員として取り組んで行きたいと思います。 

 

 



 

 

 

１３ 

 

 

 

いとう けいこ 

伊藤 惠子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

71 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 46年 3月 宮城県加美農

業高等学校卒 

平成 16 年～現在 宮城県女

性農業委員の会「アグリレデ

ィス 21」会長 

平成 22年 3月～現在 株式会

社はなやか代表取締役 

平成 11 年～現在 美里町農

業委員会委員 

平成 30 年～現在 美里町農

業委員会会長 

宮城県農業会議常設審議委員 

全国農業委員女性協議会理事 

宮城県農村政策検討委員 

宮城県土地改良事業団体連合

会理事 

 

 

 

 

田  0.6 ha 

畑  0.07 ha 

 

 

※株式会社はな

やか分 

田  28.7 ha 

畑   0.2 ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水稲 

野菜 

 

 

 

 

水稲、小麦、大豆 

野菜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上二郷地域実行組

合連絡協議会 

会長 藤倉 慶治 

事業の目的：地域農

業の振興と構成員

の営農と生活を守

る 

構成員の数：141 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○推薦の理由 

農業、農村を巡る情勢は、高齢化、担い手不足等

まったなしの課題が山積している中、伊藤惠子さん

の長年の農業委員として培った実績と経験、そして

持ち前の行動力と深い見識を大いに活かし、また農

業委員の役割である、農業・農村を守り現場の声を

政府に届ける公的代表として、女性らしい視点も加

味しながら持てる力を大いに発揮され活躍を期待

してここに推薦致します。 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

農業従事者の高齢化、担い手不足等は、農業・農

村において喫緊の課題です。 

農業委員として、農地利用の最適化の推進（担い

手への農地の集積・集約化、遊休農地の発生防止・

解消、新規参入の促進）を農地の見守りや農業者へ

の声掛け、農業者の声を聞き推進していきたい。 

目標地図の作成では、将来担い手等が安心して食

料が生産できるよう、身近な存在として、地域農業

者の声を聞きながら作成に当たりたい。 

 

 

 

 

 

１４ 

 

 

 

 

 

 

 

すずき ゆきひろ 

鈴木 幸博 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

 

 

65 

 

 

 

 

男 

 

 

 

 

昭和 51年 3月 宮城県小牛田

農林高等学校農業科卒業 

平成 21年 4月～現在 美里町

農業委員会委員 

 

 

 

 

田 14.0 ha 

畑 0.1 ha 

 

 

 

 

 

水稲、小麦、大豆 

野菜 

 

 

 

有 

 

 

 

 

 

 

 

 

中二郷 16 実行組合 

組合長 今川 眞 

事業の目的：地域農

業に関連する水路の

小堀払い、草刈り作

業、コミュニティー

の場の提供等 

構成員の数：19 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○推薦の理由 

地域農業の将来を見据え、多方面でリーダーシッ

プのとれる農業者です。美里町の農業振興に必ずや

貢献できる適任者であるため推薦します。 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

これまで通り、地域の皆さんとの対話に重点を置

き、今後さらなる担い手不足に対応するため、行政

をはじめ、各関係機関と連携し、下記に重点を置き

活動していきたいと思っています。 

１．これからの担い手が作業効率を向上させること

で、経営面積の拡大を図れるよう、地域内に関わら

ず、隣接し美里町内に農地を持つ担い手との交流を

持ち、農地の集約化（交換、賃借、売買等）を図る

活動 

２.耕作放棄地の解消、農業者年金への加入推進、

各種研修会への参加等、農業委員としての活動全般 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

わがつま たくみ 

我妻 卓美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成元年 3 月 宮城県実践大

学校畜産科卒業 

平成 26年 1月～現在 農事組

合法人みらいす青生常務理事 

平成 27年 4月～現在 美里町

農業委員会委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田   4.2 ha 

畑  0.03 ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水稲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農事組合法人みら

いす青生  

代 表 理 事  宍 戸 

健 

事業の目的：水稲・

大豆・野菜等の生

産・加工・販売 

構成員の数：26 人 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○推薦の理由 

青生地区の中核的な農家として農業に長年従事

し農業組合法人みらいす青生の理事としても精力

的に活動しております。温厚な性格と強い責任感で

美里町農業委員の実績もあり地域農業の先導役と

して活躍されております。引き続き地域や町の農業

発展に必要不可欠な人物であり農業委員として強

く推薦いたします。 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

 認定農業者として長年農業従事してきました。耕

作放棄地の解消や農家後継者不足の課題解決のた

め農事組合法人みらいす青生の設立・運営に取り組

んできました。農用地の利用調整や担い手の育成ま

たは地域と行政の橋渡し役として農業委員会活動

に貢献したいと思います。 

 

 

 

１６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おだしま かつみ 

小田嶋 勝美 

 

 

 

 農業 

 

 

 

58 

 

 

 

 女 

 

 

 

昭和 59年 3月 宮城県鹿島台

商業高等学校卒業 

昭和 59 年 4 月～昭和 63 年 11

月 後藤そろばん教室 

 

 

 

 

田   5.2 ha 

畑   0.2 ha 

 

 

 

 

水稲、野菜 

 

 

 

  無 

 

 

 

ＪＡ新みやぎ女性

部南郷支部 

会長 及川若江 

事業の目的：地域女

性農業者の親睦を

図る  

構成員の数：100 人 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

－ 

 

○推薦の理由 

いま、農業は高齢と共に後継者不足の問題があり

ます。いろんな組織でも例外ではありません。これ

らの地域での事などに耳を傾けてくれる方がいる

と思うと、とても心強い気がします。 

小田嶋さんはいろんな事を勉強している方です。

これからもいろんな問題に立ち向かって頑張って

くれる方だと思います。 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

 「高齢で農業ができない、後継者がいない」そん

なこれからの問題について、地域の方々の声を聞き

ながら、農地活用、担い手育成を進めて行きたいと

思います。 

 



 

 

 

 

 

 

１７ 

 

 

 

 

 

 

 

しげいずみ じゅんこ 

繁泉 順子 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65 

 

 

 

 

 

 

女 

 

 

 

 

 

 

昭和 52年 3月 仙台白百合学

園高等学校卒業 

 

 

 

 

 

田  11.8 ha 

畑 0.25 ha 

 

 

 

 

 

 

水稲、大豆、小麦、

野菜 

 

 

 

 

 

無 

 

 

 

 

 

 

大柳地域実行組合

連絡協議会 

 荒川 伸也 

事業の目的：農業生

産と生活向上発展

を図る。 

構成員の数：71 人 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○推薦の理由 

農業従事者で、保全活動等に積極的に参画し、女

性の立場として地域農業の振興にお役に立てる方

なので推薦し、強く期待します。 

 

○農業委員会委員としての抱負等 

美里町農業委員会、認定協主催の「みさとアグリ

カフェ」等に積極的に参加し、意見交換・要望等も

発言させて頂きました。 

地域では多面的機能事業にも参加しております。 

地域の将来の農地利用等について、農家の皆様の

声に耳を傾けながら連携を密にし、地域の農地を守

り地域農業の振興と発展に努力したいと思います。 


